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ポ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
キ
シ
ミ
リ
ア

ノ
・
コ
ル
ベ
神
父
（
1
8
9
4
～

1
9
4
1
年
）
は
、第
二
次
大
戦
中
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ

ツ
強
制
収
容
所
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部
）
で
別
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

囚
人
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
死
刑
に
服
し
た
。
戦
前
の
長
崎

に
30
年
か
ら
約
6
年
間
滞
在
し
、
宣
教
活
動
を
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
。

　

41
年
、
ナ
チ
ス
占
領
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
ワ
ル
シ
ャ

ワ
近
郊
で
、
神
父
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
含
め
た
難
民
た
ち
を
修
道

院
で
保
護
し
た
こ
と
な
ど
で
、
独
秘
密
国
家
警
察
に
逮
捕
さ

れ
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
に
送
ら
れ
た
。
こ
の
年
の
7
月
に
収

容
所
内
で
脱
走
事
件
が
発
生
。
副
指
揮
官
は
見
せ
し
め
と
し

て
10
人
の
男
性
囚
人
を
選
び
、
地
下
室
で
餓
死
さ
せ
る
よ
う

に
命
じ
た
。
選
ば
れ
た
同
胞
の
軍
曹
が
、
自
分
に
は
妻
子
が

い
る
と
叫
ん
だ
時
、
神
父
は
身
代
わ
り
を
申
し
出
た
。
神
父

は
地
下
室
で
、
他
の
9
人
を
最
後
ま
で
励
ま
し
続
け
た
と
い

う
。
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
82
年
、
神
父
を
聖
人
に
認
定
し
た
。

　

そ
の
コ
ル
ベ
神
父
の
評
価
を
巡
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史

研
究
者
の
間
で
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
問
題
と
な
っ
た

の
は
、
神
父
が
運
営
し
て
い
た
出
版
社
の
雑
誌
だ
。
中
に
は

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
な
文
言
が
み
ら
れ
る
。
神
父
は
ユ
ダ
ヤ
教

徒
な
ど
異
教
徒
の
改
宗
に
熱
心
だ
っ
た
。
出
版
物
に
は
「
ユ

ダ
ヤ
人
は
民
衆
の
体
内
の
が
ん
」
と
の
記
述
も
あ
る
。

　

7
月
に
取
材
で
訪
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
北
部
グ
ダ
ニ
ス
ク
の

第
二
次
大
戦
博
物
館
の
展
示
内
容
は
、
政
権
が
代
わ
る
た
び

に
変
更
さ
れ
て
き
た
。
右
派
政
権
下
、
神
父
の
善
行
は
大
き

く
紹
介
さ
れ
、
神
父
が
出
版
し
た
雑
誌
に
つ
い
て
「
ユ
ダ
ヤ

教
に
対
す
る
議
論
は
人
種
的
偏
見
と
は
無
関
係
の
も
の
だ
っ

た
」
と
注
釈
が
加
え
ら
れ
た
。
2
0
2
3
年
12
月
に
ト
ゥ
ス

ク
首
相
率
い
る
中
道
政
党
が
政
権
に
就
く
と
、
展
示
は
強
制

収
容
所
で
の
自
己
犠
牲
の
一
例
と
し
て
、
よ
り
控
え
め
な
扱

い
と
な
っ
た
。
博
物
館
員
は
「
神
父
自
身
が
人
種
差
別
主
義

者
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
の
出
版
物
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
発
信
源
と
な
り
ま
し
た
」と
理
由
を
語
る
。

　

か
く
し
て
こ
の
国
で
は
、過
去
の
戦
争
と
ど
う
向
き
合
い
、

ど
う
語
る
か
、
歴
史
学
者
と
国
民
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
が
続

い
て
い
く
。

　

翻
っ
て
日
本
は
ど
う
か
。私
た
ち
は
戦
争
の
被
害
に
比
べ
、

負
の
側
面
、加
害
の
歴
史
を
十
分
に
語
っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

日
本
に
も
な
じ
み
の
あ
る
神
父
の
生
涯
と
毀き

誉よ

褒ほ
う

貶へ
ん

を
た
ど

り
な
が
ら
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

宮川　裕章

あ
る
神
父
の
毀
誉
褒
貶
と
歴
史
認
識


